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勝
亦
竜
大
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

本
八
幡
駅
北
口
Ａ
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
で
は
、
超
高
層

の
住
宅
棟
が
建
設
さ
れ
る
。
風

害
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
る
が
、

法
的
規
制
は
な
い
と
い
う
。
周

辺
の
風
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
、
市
の
対
応
を
問
う
。

答
　

市
と
し
て
も
風
環
境
へ
の

配
慮
が
必
要
と
考
え
、
市
街
地
再

開
発
組
合
に
対
策
の
検
討
を
指

風
対
策 

市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か

風
環
境
へ
の
配
慮
を
組
合
に
指
導

本八幡駅北口市街地再開発事業

導
し
て
き
た
。
組
合
で
は
、
吹

き
降
ろ
し
を
緩
和
す
る
ひ
さ
し

の
設
置
や
植
栽
な
ど
を
計
画
し
、

近
隣
住
民
や
自
治
会
へ
の
説
明
、

住
民
要
望
の
把
握
に
努
め
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
風

雨
の
強
い
時
に
は
、
こ
の
事
業

で
建
設
さ
れ
る
建
築
物
の
通
路

を
通
行
で
き
る
の
で
、
利
便
性

と
快
適
性
の
向
上
が
期
待
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

プ
リ
テ
ィ
長
嶋
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

市
川
駅
南
口
地
区
の
再
開
発

事
業
で
ビ
ル
は
完
成
し
た
が
、

既
に
撤
退
し
た
テ
ナ
ン
ト
も
あ

る
。
テ
ナ
ン
ト
の
空
き
室
を
無

く
し
、
買
い
物
客
の
安
全
対
策

と
し
て
ビ
ル
風
を
無
く
さ
な
け

れ
ば
、
商
業
活
性
化
は
不
可
能

と
考
え
る
。
市
の
対
策
を
問
う
。

答
　

市
所
有
の
区
画
は
、
公
募

等
に
よ
り
売
却
を
進
め
て
お
り
、

テ
ナ
ン
ト
の
空
き
室
対
策
は

地
元
の
テ
ナ
ン
ト
会
等
と
連
携
し
て
い
く

市川駅南口地区再開発

ス
ー
パ
ー
の
誘
致
、
公
共
施
設

の
整
備
等
も
行
っ
て
き
た
。
今

後
は
、
地
元
の
テ
ナ
ン
ト
会
等

と
連
携
し
て
発
展
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ビ

ル
風
対
策
の
樹
木
は
大
木
で
あ

り
、
本
来
の
樹
形
に
な
る
ま
で

に
は
数
年
を
要
す
る
た
め
、
そ

れ
ま
で
の
間
、
今
の
樹
木
を
う

ま
く
育
て
て
い
く
の
か
、
移
植

を
行
う
の
か
調
整
し
て
い
る
。

谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

東
京
ベ
イ
・
浦
安
市
川
医
療

セ
ン
タ
ー
は
、
社
団
法
人
地
域

医
療
振
興
協
会
に
経
営
を
移
譲

し
、
浦
安
市
、
市
川
市
、
協
会

と
で
基
本
協
定
を
締
結
し
た
。

　

協
定
に
運
営
連
絡
会
を
設
置

す
る
と
あ
る
が
、
委
員
が
医
師

会
や
自
治
会
の
代
表
者
で
構
成

さ
れ
形
骸
化
を
危
惧
す
る
。
市

民
の
声
を
病
院
機
能
に
生
か
し
、

市
民
の
声 
生
か
し
た
病
院
運
営
を

地
域
に
開
か
れ
た
病
院
を
目
指
す

東京ベイ・浦安市川医療センター

地
域
と
共
に
運
営
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
が
、
考
え
を
問
う
。

答
　

同
病
院
の
運
営
の
基
本
的

な
在
り
方
と
し
て
、
地
域
に
開

か
れ
た
病
院
を
目
指
し
て
い
る

た
め
、
市
民
要
望
が
尊
重
さ
れ

る
も
の
と
考
え
る
。
今
後
、
協

会
や
浦
安
市
と
協
議
を
進
め
、

平
成
24
年
４
月
ま
で
に
は
運
営

連
絡
会
の
体
制
を
整
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
川
正
博
議
員
（
公
明
党
）

　

高
齢
化
率
が
上
昇
す
る
中
、
介

護
施
設
不
足
対
策
と
し
て
、
計

画
の
前
倒
し
を
含
む
整
備
計
画

の
考
え
方
や
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
の
促
進
の
見
解
を

問
う
。
ま
た
、
老
老
介
護
の
現

状
と
、
介
護
者
の
休
息
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
　

今
後
一
層
高
ま
る
介
護
需

介
護
施
設
不
足
対
策
は

計
画
を
着
実
に
推
進
す
る

介 護 保 険

要
に
対
し
、
老
人
保
健
福
祉
計

画
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
定

め
た
施
設
整
備
目
標
量
の
着
実

な
推
進
を
第
一
に
考
え
て
い
る
。

小
規
模
多
機
能
型
在
宅
介
護
も

在
宅
生
活
を
支
え
る
期
待
の
大

き
い
事
業
で
あ
り
、
着
実
に
推

進
し
た
い
。
ま
た
、
老
老
介
護

の
実
態
把
握
に
努
め
、
サ
ー
ビ

ス
の
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
に

よ
り
介
護
者
を
支
援
し
て
い
く
。

並
木
ま
き
議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

他
市
で
は
労
働
人
口
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
、
個
性
を
出
し

た
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、

住
民
の
獲
得
等
に
努
め
て
い
る
。 　

持
続
可
能
な
都
市
と
な
る
た

め
に
も
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
し
、
本
市
を
よ
り
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
市
と
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
が
、
将
来
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
な
戦
略
を
も
っ
て
取
り

住
民
獲
得
に
向
け
た
将
来
の
戦
略
は

市
民
満
足
度
を
高
め
る
施
策
が
必
要

シティセールス

組
む
の
か
。

答
　

本
市
の
存
在
感
を
高
め
、
都

市
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
た
め

に
は
、
知
名
度
を
高
め
る
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
と
合
わ
せ
、
住
む
人

の
満
足
度
を
高
め
る
施
策
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
市

民
満
足
度
が
低
い
分
野
の
改
善

が
必
要
で
あ
り
、
住
み
よ
い
街

を
実
現
で
き
る
よ
う
な
基
本
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

秋
本
の
り
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

地
縁
を
基
に
す
る
自
治
会
は
、

高
齢
化
、
人
材
不
足
が
進
み
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
テ
ー

マ
を
持
つ
団
体
と
の
融
合
を
強

め
、
住
民
自
治
を
進
め
る
新
た

な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
思
う
。

評
価
の
高
い
地
域
福
祉
計
画
を

発
展
さ
せ
、
新
基
本
計
画
に
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て

位
置
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
政
策
を

よ
り
柔
軟
な
推
進
を
図
り
た
い

自　治　会

見
解
を
問
う
。

答
　

地
域
型
と
テ
ー
マ
型
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
融
合
の
形
と

し
て
、
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

画
期
的
な
制
度
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
分

野
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
規
模
や
形
は
様
々
で
あ
る
た

め
、
よ
り
柔
軟
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
推
進
を
図
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

田
中
幸
太
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

市
か
ら
の
資
料
で
は
正
規
職

員
数
は
平
成
11
年
度
３
９
８
６

人
か
ら
21
年
度
３
４
２
２
人
に

減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
非
常

勤
職
員
等
を
含
め
る
と
５
３
８

６
人
と
な
る
。

　

事
業
数
は
11
年
度
約
１
４
０

０
か
ら
21
年
度
８
７
３
に
減
少

し
て
い
る
。
歳
出
抑
制
の
た
め
、

総
職
員
数
を
減
ら
す
努
力
が
必

事
業
数
の
減
少
に
合
わ
せ
減
ら
す
努
力
を

人
件
費
等
の
効
率
化
を
図
っ
た
配
置
に

総 職 員 数

要
で
は
な
い
か
。

答
　

非
常
勤
職
員
等
に
つ
い
て

は
延
べ
人
数
で
あ
る
。
定
数
外

職
員
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
Ａ

Ｂ
Ｃ
分
析
等
に
よ
り
間
接
コ
ス

ト
（
人
件
費
等
）
の
効
率
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
配
置
し
て
い
る
。

財
政
運
営
が
非
常
に
厳
し
い
中
、

事
業
仕
分
け
等
に
取
り
組
み
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
効
率
的
に
行

え
る
よ
う
協
議
を
進
め
て
い
る
。

松
永
鉄
兵
議
員
（
緑
風
会
）

　

今
ま
で
は
主
に
市
民
活
動
団

体
の
育
成
に
重
点
を
置
い
て
き

た
が
、
今
後
は
協
働
を
実
践
し

て
い
く
体
制
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
。
団
体
の
育
成
は
担
当
部

署
を
設
置
す
る
こ
と
で
円
滑
に

行
わ
れ
た
が
、
協
働
の
実
践
も

一
元
化
し
、
横
断
的
に
行
う
体

制
の
構
築
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　

企
画
部
内
の
担
当
部
署
で

体
制
の
構
築
は
考
え
ら
れ
な
い
か

横
断
的
に
機
能
さ
せ
て
い
く

市 民 協 働

は
、
主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
育
成
の
取
り
組
み
を
行
い
、

広
範
な
情
報
を
持
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
所
管
部
署
で
の
様
々
な

協
働
の
実
践
に
は
ま
だ
活
用
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
担
当
部
署

が
、
今
後
、
協
働
の
実
践
に
対

し
て
も
横
断
的
に
機
能
し
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
シ
フ
ト
し

て
い
く
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る

と
考
え
る
。

本
八
幡
駅
北
口
Ａ
地
区
市
街
地
再
開
発
の
完
成

イ
メ
ー
ジ

増
田
三
郎
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

行
徳
地
区
の
蔵
造
り
の
街
並

み
保
存
に
向
け
た
市
の
対
応
策

と
、
旧
江
戸
川
堤
防
の
整
備
、

常
夜
灯
周
辺
の
街
路
灯
設
置
に

つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
三
番
瀬

の
市
民
が
親
し
め
る
水
辺
作
り

の
現
況
及
び
、
塩
浜
ヤ
ー
ド
用

地
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い

く
の
か
。

答
　

蔵
造
り
の
街
並
み
で
は
、

常
夜
灯
付
近
の
ク
ロ
マ
ツ
の
植

栽
を
進
め
て
い
く
。
旧
江
戸
川

堤
防
の
整
備
は
、
県
に
早
急
な

対
応
を
要
望
し
、
常
夜
灯
付
近

の
街
路
灯
は
、
市
が
整
備
す
る

方
向
で
県
と
協
議
中
で
あ
る
。

ま
た
、
三
番
瀬
は
地
元
の
浚
渫

土
砂
で
干
潟
の
回
復
を
進
め
る
。

塩
浜
ヤ
ー
ド
用
地
は
、
多
目
的

使
用
の
意
向
も
聞
い
て
い
る
の

で
、
適
切
に
利
用
し
て
い
く
。

行徳地区の街づくり
街並みを保存する対策どのように

常夜灯付近にクロマツを植栽

ま ち づ く り

行 政

医 療 ・ 介 護


